




















































































　破骨細胞形成抑制因子 OPG，破骨細胞分化因子 RANKL及びその受容体 RANKの発見から今日ま
で，破骨細胞分化や骨破壊のメカニズム解明が飛躍的に進んだ．その後，完全ヒト RANKL中和抗体
（denosumab）が開発され，骨粗鬆症治療薬や癌骨転移による骨病変の治療薬として日欧米はじめ多く























































































タイトル： The implications of pain phenomenon in some neuropsychiatric disorders: animal 
models and clinical studies
演　　者：Iulia Antioch（Alexandru Ioan Cuzaʼ University, Iasi, Romania）
　Pain in the context of psychiatric disorders is a frequently overlooked condition in clinical 
circumstances. Therefore, in this thesis we focused on evaluating pain reactions in different 
psychiatric manifestations employing either experimental or clinical situations to address this 
issue and at the same time to test if certain substances or activities influence this relationship.　
　In Alzheimerʼs disease (AD) case, there were evidenced high values of pain scale scores as 
compared with patients without psychiatric manifestations, with increased pain sensitivity in men 
compared to women diagnosed with AD. Further on, augmented pain scores according to observer–
assessed scales were recorded in patients diagnosed with schizophrenia compared with non–
psychiatric patients. Patients suffering from depression, also, presented high pain scores in all of 
the applied pain scales.
　Caffeine induced possible positive effects on acute thermal pain in AD animal model, but physical 
exercise did not indicate pain amendment in neither schizophrenia or autism animal models, on 
the contrary, showed increased oxidative stress in the autism animal models, although modifying 
the difficulty of exercise sessions might show beneficial effects. Magnesium, also, evidenced a 
positive influence on pain manifestations in a Parkinson`s disease animal model.
　Studying neurogenesis (altered in AD and chronic pain conditions) indicated towards increased 
neurogenic activity in transgenic tau AD animal model– age 3.5 months, probably due to a 
mechanism trying to overcome tau hyperphosphorylation by creating more synapses in the attempt 
to prevent neuronal death. Regardless, no increment in mitochondrial biomass is recorded in the 
dendritic compartment of 3.5 months old Thy–Tau22 mice. In ₇  months old tau transgenic mice, 
possible augmentation of somatic mitochondria fission event, along with defects in dendritic tree 
maturation which need to be confirmed by further studies.
　Therefore, our findings indicate towards an overall distortion of pain perception in psychiatric 
conditions, as both experimental animal models and clinical surveys evidenced, raising awareness 
towards a special attention that must be dedicated to pain management in clinical psychiatric 
conditions.










































































2 ） Quantitative visualization of synchronized insulin secretion from 3D–cultured cells. Takahiro 
Suzuki, Takao Kanamori, Satoshi Inouye. Biochem Biophys Res Commun 486︵4︶：886–892, 
20１₇ (Open Access).
日　　時：20１9年 5 月3１日㈮　１₇時30分～１9時00分
場　　所：実習館 2階　研究所セミナー室
第３90回松本歯科大学大学院セミナー
タイトル：行動制御の脳科学─大脳基底核の機能の謎に迫る─
演　　者：橘　吉寿（神戸大学大学院医学研究科システム生理学分野・准教授）
　大脳基底核は，小脳とならぶ，我々の精緻な行動を支える皮質下構造です．パーキンソン病を代表と
する大脳基底核疾患との関わりから，とくに随意運動の遂行に関与する大脳基底核の機能研究が発展し
てきました．これらの運動機能は，運動皮質から入力を受ける背側線条体とその投射を受ける淡蒼球内
松本歯学　45⑵　2019134
節から成る大脳基底核の背側経路において発現されていると考えられています．セミナーの前半では，
大脳基底核の神経回路について概説すると共に，大脳基底核による運動発現メカニズムについてご説明
いたします．次に，パーキンソン病モデル動物を用いた研究結果から，大脳基底核疾患の病態メカニズ
ムについて発表します．セミナーの後半では，大脳基底核の認知情動機能に焦点を当てます．運動機能
に深く関与する背側経路に対し，大脳基底核の腹側経路を成す腹側線条体・腹側淡蒼球は中脳ドーパミ
ンニューロン領域へ投射することから，報酬に基づく行動制御に深く関与すると考えられています．演
者は，報酬量を変化させた眼球運動課題を動物に課し，腹側淡蒼球ならびに視床下核から単一神経細胞
記録を行いました．その結果，行動と密接に関連した報酬関連信号がこのような脳部位で表現され，大
脳基底核が認知情動機能に深く関与する知見を得ましたのでここに紹介したいと思います．最後に，う
つ病・多動・ギャンブル依存症といった精神疾患と大脳基底核の関連性についても皆様とご一緒に考察
できればと考えております．
日　　時：20１9年 ₇ 月１１日㈭　１₇時30分～１9時00分
場　　所：実習館 2階　研究所セミナー室
第３9１回松本歯科大学大学院セミナー
タイトル：レーザーを用いた光線力学療法と根管治療
演　　者：増田　宜子（明海大学歯学部機能保存回復学講座保存治療学分野・准教授）
　内閣府の発表では2030年の平均寿命は男性82.39歳，女性88.₇2歳である．人生１00年時代と言われる
今日，生涯美味しく食べることが出来たら素晴らしいことだと思う．歯は食べるという大変幸せなこと
に直接関係する．日本歯科総合研究機構の報告によると抜歯された歯の 6割は歯髄が無い無髄歯または
根管充填された歯である．また，根管治療を施された歯は健全歯よりも歯の寿命が短いことが報告され
ている．細菌が根尖部にまで感染した根尖病変のある根管の再根管治療成功率は60～80％である（歯内
療法学会）．根管治療後の成功率を高めることが超高齢化社会では求められていると思う．根管はイス
ムスやフィン，側枝があり大変複雑な構造をしているために顕微鏡や CTを駆使しても全てを把握し対
処することは困難である．さらに高齢者の根管は狭窄しており歯頚部や根面齲蝕のため根管が塞がって
分からない場合も多い．感染根管内の細菌を完全に除去することは通常の根管洗浄だけでは不可能であ
る．歯髄疾患にならないということが最も大切であるが，万が一歯髄疾患になったとしても根尖性歯周
疾患にならないようにするために，また根尖性歯周疾患になったとしても再発しないために根管を無菌
にする補助的な洗浄法が必要である．近年光線力学療法が注目されてきている．光線力学療法
（Photodynamic Therapy）とは，生体内に光感受性物質（光増感剤）を注入し，標的となる生体組織
にある波長の光を照射して光感受性物質から活性酸素を生じ，これによって癌や感染症などの病巣を治
療する術式である．PDTともいわれる．これを細菌などの殺菌を期待して使用することを a–PDT（抗
菌光線力学療法）と呼び歯内療法でも行われるようになってきている．この a–PDTを臨床例と共にご
紹介し根管治療の成功率の向上のために考察したい．
日　　時：20１9年 ₇ 月29日㈪　１₇時30分～１9時00分
場　　所：実習館 2階　研究所セミナー室
